
【取組内容①】　第 2学年　生活科　「作ってためして　〜めざせおもちゃはかせ〜」
　　　　　　　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

興本扇学園足立区立興本小学校(東京都)【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

　本単元では、身近にある物を使っておもちゃを作ったり、そのおもちゃで遊んだりすることで、手作りのおもちゃの
楽しさを感じることがねらいである。活動の中で友達と関わり合いながら、友達のよさや協力することの大切さに気
付くことを目指した。この活動では「どうやって動かすのか」が大きなテーマとなる。端末のカメラ機能及びオンライン
ホワイトボードを活用しておもちゃの作成記録を作成し、おもちゃを改良するときに、前時の活動を自分で振り返り、
改良を比較することをねらいとした。

成果
オンラインホワイトボードを活用することで、個人の学習の
積み重ねができる。ポートフォリオとして、前時の活動を自
分で振り返って改良を比較することができ、これまでのお
もちゃの進化の軌跡を実感することができていた。また、
それらをクラスで一目で共有できる良さがある。

課題
低学年では、 ICT機器の操作で手一杯になり、それを
活用して教科の学習の中で生かしていくためには工夫
が必要となる。そのため、徐々に使い慣れて成果を積
み重ねていけるよう、日常的に ICT機器の操作を取り
入れている。



【取組内容②】　第 5学年　家庭科　「持続可能な社会へ　物やお金の使い方」
　　　　　　　情報活用能力の育成

興本扇学園足立区立興本小学校(東京都)【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

　本題材は、資源や環境を大切にするよりよい生活を目指して、「持続可能な社会」などの視点から、課題をもって、物
や金銭の使い方と買い物について考えていくことをねらいとしている。
　主体的に生きる消費者として状況や目的に応じた判断や行動ができるよう、様々な情報を集めたり整理したりして、
品質の良い物や環境や資源に配慮した物を選ぶことの大切さを実践的な学習を通して気付かせることをねらった。
　オンラインホワイトボードを活用しポートフォリオとして学習の記録を重ね、いつでも振り返ることができるようにした。

成果
　オンラインホワイトボードに提示された資料を見比
べて考え、話し合う活動を通して、購入に必要な情報
の収集、整理が適切にできていた。
　ポートフォリオにすることで、これまでの学習内容を
振り返りながら理解を深めることができた。

課題
　オンラインホワイトボードの操作が複雑であるため、
習得するまでに実践の積み重ねが必要である。
　画面ばかり見て終わる授業にならないように、どこで
どのようにオンラインホワイトボードを使うかの計画を
練る必要がある。



【取組内容④】　校務 DX
　　　　　　　学校運営反省

興本扇学園足立区立興本小学校(東京都)【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

　学校運営反省では、ドキュメントの共同編集機能を使って、各教員の反省を集めている。それぞれの教員が入力
した内容は、他の教員も見ることができる。１つの内容に対して同じ意見を記入するなどの重複が無く、反省集約
の効率化が図れた。途中経過も見合うことができ、より建設的な意見が出るため話し合いも活発になった。

成果
　Googleのドキュメントを使いクラウドで資料を確認
することで、職員会議等で印刷する手間を省くことが
できた。また、資源の節約にも繋がった。
　年間を通していつでも入力することができ、多くの意
見を集めることができた。

課題
　会議で大人数が閲覧する際に、誰かが誤って内
容を削除してしまうことがあった。
　編集権限や閲覧権限の設定について共通理解す
ることが必要である。


